
政 権 交 代 に よ り 衰 退 ・ 消 滅 し た ｉ Ｃ Ｇ Ｐ Ａ は 汎 用 的 能 力 育 成
方 策 の ヒ ン ト に な り 得 る か
川端千鶴（北海道大学高等教育推進機構・国際産学協働教育ユニット講師）

　「マレーシア高等教育計画2015～25」（高等教育省2015年）
は、マレーシア教育開発計画および国家高等教育戦略計画のビ
ジョンと目標に基づいて策定され、21世紀の課題に取り組む知
識、技能、才能を備えた学生を育成することを目的としている。

　
　本計画の10の重点
課題（Shifts）のう
ちシフト１（第１
目標）が「国家教
育理念に沿った全
人的視点や起業家
精神、バランス感
覚に富んだ卒業生
の輩出」である。
　第１目標達成の
ための取り組みの
一つとして、15年、
高等教育における
学習経験に基づい
て、学生の全体的
な達成度を具体化
する統合評価シス
テム「統合的累積
的 Ｇ Ｐ Ａ
（ Integrated
Cumulative Grade

Point Average：ｉＣＧＰＡ）」が導入され、政府は19年度まで
に国内の全大学・全学部での実施を宣言した。ｉＣＧＰＡ導入
の背景は主に２つある。
　　

　特定の知識・専門的技能のみならず倫理的な意思決定能力や
急速な変化へのレジリエンス（柔軟性）が求められる中で、高
等教育省が、マレーシア社会への貢献やグローバル展開に積極
的に参画していくために学生が道徳心、ナショナル・アイデン
ティティー、多文化受容力と文明的リテラシー（cultural and
civilisational literacy：beradab）、自己理解力、人間関係形
成能力などを獲得する必要性を重視していることが１つ目であ

る。
　２つ目は、高等教育修了者が身に付けるべき汎用（はんよ
う）的能力について、大学・産業界・卒業生間でニーズと認識
にミスマッチが起きていることである。
　ｉＣＧＰＡは、学習者のＡＤＡＢ（倫理・価値観）や宣言的
知識・機能的知識・専門的技能・技術的能力の統合的成長およ
び学習成果を評価・報告するシステムまたは仕組みである。
　教育省（15年７月～18年５月の間、教育省と高等教育省に分
立）に規定されている６つの学生目標およびマレーシア資格枠
組（Malaysian Qualification Framework）で定められている以下
の８領域の汎用的能力達成度を、各大学の授業を通して評価し、
結果をレーダーチャート形式で示して成績証明書に記す。ここ
で注目に値するのは、ｉＣＧＰＡは８領域の資質について従来
型の評定と同様０～４点の評定を成績表に併記できるとした点
である。
　１．知識
　２．精神活動技能・実用的技能・専門技能
　３．社会的対応力・責任感
　４．価値観・態度・プロフェッショナリズム
　５．コミュニケーション能力・リーダーシップ力・チームワ
ーク力
　６．課題解決能力・科学的判断力
　７．情報管理能力・生涯学習能力
　８．管理的・起業的能力
　ｉＣＧＰＡの施策は当時、政府の強い上意下達により展開さ
れていた故、各大学の教員や産業界において理解が行き渡って
いなかった。筆者自身も、産学連携事業で継続的に協働させて
いただいているマレーシアの企業人の皆さまの中にｉＣＧＰＡ
を知る方々をいまだ存じ上げない。
　ｉＣＧＰＡは、18年５月の総選挙で野党連合から立候補し、
92歳で首相に返り咲いたマハティール政権により義務化が撤廃
され衰退の一途をたどり消滅に至る。マレーシア国内でこれら
の課題がある一方で、今日、汎用的能力の評価について日本を
はじめ世界的に関心が集まっており、ｉＣＧＰＡの仕組みは今
改めて汎用コンピテンス（能力）達成度評価方策に関する研究
への示唆になり得るのではないかと思量する。
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